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国際農薬規制シンポジウム

2012年12月8日, 9日東京

Dipl. Ing. agr. スーザン・ハフマン
（農薬行動ネットワーク ― PANドイツ）

ネオニコチノイド：
花粉媒介者、EUにおける反対と規制
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概要

花粉媒介者（ポリネーター）の魅力と奉仕

花粉媒介者（ポリネーター）の危険状況

EUおよび一部加盟国（MS）における法的措置

ネオニコチノイドの問題点は何か？
毒性、環境中での作用
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花粉媒介者（ポリネーター）
―魅力と奉仕
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魅力
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写真： Rolf Handke/pixelio.de 

生物多様性を維持するための奉仕...

•世界中の植物の16%以上が蜂により受粉されている

•生態系における主な受粉機能

•およそ300,000の動物種が受粉に
関与

•花粉媒介者は野生の花や植物の
繁殖と多様性を確保する
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•世界の食糧生産の35%が花粉媒介者に左右される
（FAO）

•受粉により収穫物の質と量が決まる

...さらに食料も安全保障に

果実収穫

受粉なし
受粉あり

+ 63 %

+ 89 %

+ 62 %
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写真： © Franz Willinger

花粉媒介者―危険状況
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• ヨーロッパでは1960年代から飼育蜂が減少しているが、
1998年以降減少が加速している
（BE, F, D, I, NL, ES, UK）（UNレポート2010）

• 日本、米国、中国では蜂群の喪失が報告されている

• 英国では、野生蜂の25%がレッドデータブックリストに
絶滅危惧種や希少種として登録されている

• 特殊化された蜂の減少：1980年以降英国で52%、
オランダで67%減少（ALARMプロジェクト）

野生蜂と飼育蜂の減少
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近年ヨーロッパでは蜂群が減少している

Neumann & Norman 2010

なぜか？
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影響する要因：
花粉媒介者に悪影響を及ぼしているのは何か？

食料調達
入手可能性
多様性
質

天候条件 遺伝的多様性

衛生性と手入れ

病気
ウイルス
細菌
寄生虫

開発

生息地の質
巣材

植物保護と農薬

2012年PANドイツS. Haffmans

気候
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化学合成農薬は

•直接および間接的に害を与える

•急性影響と慢性影響

•生息地や餌資源を減少させ巣材を破壊する

•短周期輪作と単作による集約的農業を可能にし、
単調な景観にした
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観測される農薬の影響...

蜂群に対する影響
■ハチミツ収穫量の低下
■冬季死亡率の上昇
■女王蜂の再生産の問題
■ウイルスや細菌への感染性
の上昇
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単独蜂に対する影響
■致死的影響
急性
慢性
■亜致死的影響
記憶
機動性および
配向性
社会的行動
■寿命（採餌！）
■幼虫の成長
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写真： www.Fotolia.de
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EUにおける蜂に急性毒性のある農薬成分36品目

ジメトエート
エスフェンバレレート
エトフェンプロックス
フェナミホス
フィプロニル
ホルメタネート
ホスチアゼート
γシハロトリン
イミダクロプリド
インドキサカルブ
λシハロトリン
マラチオン

アバメクチン
α-シペルメトリン
リン化アルミニウム
β-シフルトリン
クロルピリホス
クロルピリホスメチル
クロチアニジン
シフルトリン
シペルメトリン
デルタメトリン

メチオカルブ
ミルベメクチン
オキサミル
ホスメット
ピリミホスメチル
ヨウ化カリウム
ピレトリン
ピリダベン
キノクラミン
スピノサド
チアメトキサム
ζシペルメトリン

*出典：EU殺虫剤データベースと足跡データベース2012年8月更新
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写真：© Franz Willinger

ネオニコチノイドの問題点は何か？
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ネオニコチノイド

イミダクロプリド
クロチアニジン
チアメトキサム

チアクロプリド
アセタミプリド

蜂に対する高度の急性毒性

蜂に対する中程度の急性毒性

...トウモロコシやその他のシリアル類、ヒマワリ、菜種、飼料用ビート、
およびサトウダイコン用のハリガネムシ、ヨトウムシ、ウリハムシの幼
虫、アブラムシ、およびヨコバイに対する種子処理として

...果樹園（リンゴ、桃）、ブトウおよび野菜（ジャガイモ、タマネギ、キャ
ベツ、ネギ、ザラート”salat”など）の中や、観賞植物や鉢植え上のアブ
ラムシおよびその他吸汁害虫に対して散布される
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ネオニコチノイドの性質の作用

✓ 高い水溶性
✓ 高い浸透性
✓ 土壌への残留性

昆虫中

環境中

植物中
✓ 浸透性：植物が成長するにつれて全組織にわたって拡散し、
最終的には花蜜や花粉まで汚染する

✓ 神経毒性：ニコチン性アセチルコリン受容体（神経伝達物質）に影
響を与えることで中枢神経に影響

✓ 致死量以下のネオニコチノイドの影響の可能性：
例）異常な採餌活動、嗅覚記憶および学習能力の低下、配向性の
障害

影響は可逆的かどうかについて現在議論が進行中。
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ネオニコチノイド ― 蜂の曝露

排水/浸出

露

表流水

花蜜 / 花粉

蜜

粉塵

土壌

ネオニコチノイドによる中毒はヨーロッパの全土
でみられる
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写真： Rainer-Sturm_pixelio.de

EUおよび一部加盟国における法的措置
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各加盟国が行った法的措置
国内禁止：スロベニア、フランス、ドイツ、およびイタリア
の４つの加盟国が蜂に有害な数種類の農薬を一時「禁
止」の措置

EU当局が行った技術的措置
－種子処理に関する技術要件の増加
－播種機の技術基準を上げ、粉塵の発生を減少

ネオニコチノイドが引き起こす急性中毒の結果
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• BAYER CropScienceのクロ
チアニジンで種子処理した、
スイートコーン種子から生じ
る粉塵によって12,500の蜂
群に中毒（2008）

• ネオニコチノイドによるトウモ
ロコシの種子処理を一時中
止。（Poncho・Faibel・
Cruiserの３つの農薬が影響
を受ける）

• ただしネオニコチノイドを原料
とする76種の農薬製品が依
然として使用されている

ドイツ

写真： Christph Koch 養蜂者の抗議デモ
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• 過去10年間で9000万匹の蜂

が死亡

• 1999年：イミダクロプリドによる

ヒマワリの種子処理を禁止

• 2004年：Gaucho（イミダクロプ

リド）によるトウモロコシの処理

を禁止

• 2012年：チアメトキサムによる

アブラナの処理を禁止

• 「環境の利益のために」

フランス

写真：MillyNeT 2008
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•2011年：以下の農薬の使用および
販売を禁止

- RED PONCHO FS 600（クロチア
ニジン）によるトウモロコシ種とサト
ウダイコンの処理

- CRUISER 350 FS（チアメトキサ
ム）によるトウモロコシ種の処理

- CRUISER 70 FS（チアメトキサ
ム）によるサトウダイコンの処理

- Biscayaによるアブラナ種子の
開花期

- クロチアニジン、イミダクロプリド、
またはチアメトキサムを含有する農
薬のトウモロコシとアブラナの種子
処理

スロベニア共和国

写真： http：//hippocrenecooks.blogspot.de/2008/06/honey-

and-beekeeping-in-slovenia.html
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•2008年：農業省が予防原則を適
用し、クロチアニジン、チアメトキ
サム、イミダクロプリド、およびフィ
プロニルによるトウモロコシの種
子処理を中止。

•禁止に伴い監視が施行された
•結果：農薬処理された種子を使用
しなくても害虫による大きな被害
はなく、蜂の損失は37,5%（2007

～2008年）からおよそ15%（2010

～2011年）に減少した

イタリア

写真： Franz Willinger：トウモロコシ中の蜂
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亜致死および複合影響に関する
科学的根拠についての法的措置は？
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なすべきことは多く残っている：

リスク管理の改善
－複合影響、長期的影響、種の性質などを考慮に入れた、
蜂毒性に関するリスク評価の改善

被害予防の強化
－農業のやり方の変更
－化学合成農薬に対する依存率の低下
－輪作システムの支援
－作物多様性の上昇
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ありがとうございました


